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福井県敦賀市の「中池見湿地」は、湿地の希少性と豊かな生物多様性のため、世界的な保

護区であるラムサール条約の登録湿地となっており、また越前加賀海岸国定公園として法的

にも保全されています。その中池見湿地の一部に北陸新幹線の路線が貫通する計画が策定さ

れており、建設に伴う環境への重大な影響が懸念されています。御社では 2013 年 11 月 16 日

より将来の路線建設工事による影響評価や予測のための調査計画などについて話し合う専門

家の委員会（中池見湿地付近環境事後調査検討委員会）を設置・開催されましたが、いまだ

資料や議事録等の検討内容の公表がなされておらず、また調査計画書が公表されていないに

も関わらず、すでに現場では調査が始まっています。 

 

以上のことから私たち 4団体は次の 2点を強く要望します。 

 

① 中池見湿地付近環境事後調査委員会の内容と結果を公開し透明性のある会議とし

てください。 

中池見湿地では市民・行政・NGO の協働による保全・活用のための協議会づくりにむけた

準備会合が始まっており、多くの主体がこの湿地に関わっています。また、国際的な保護地

域として来訪者も多く、ラムサール条約事務局からも問い合わせがあるなど、国際的にも今

回の委員会の動向が注目されています。中池見湿地の将来に重大にかかわる本委員会につい

ては、資料や議事録等の検討内容をすみやかに公表するとともに、会議を一般傍聴可能とす

るなど、十分な透明性を確保してください。 

 

② 調査計画が十分な科学性を持ったものであることが説明・検証されたうえで調査

を開始してください。 

今回の調査は新幹線路線建設に伴う中池見湿地周辺への自然環境への影響を正確に予測し、

影響が及ばない手立てを検討するための重要な調査です。調査計画案を公表し、特に地元住

民・NGO など関係者には詳細に説明を行い、計画書が十分な科学性をもったものであること

が検証されたうえで調査を開始すべきです。 


